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について生産性，至適 pH，温度等の検討結果から，Rhizobium sp. 2-1 株を最優良株として選出した。次に，
2-1 株の持つカタラーゼを各種クロマトグラフィーにて精製した。精製酵素を SDS-PAGEに供したところ，
単一のバンドまで精製されていることが確認され，その分子量は約 6万と求められた。一方，ゲル濾過にお
いては分子量約 28 万の位置に溶出されたことから，本酵素はおそらく 4または 5量体で存在すると考えら















審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は工業利用を前提に安定かつ生産性の高いカタラーゼ生産を目指して行われている。まず生産性の
高い微生物の取得を試み，高生産性，かつ実際の現場の環境条件に十分耐えうる高い安定性を持ったカタラー
ゼを生産する優良株を得ている。また，この菌株からカタラーゼを精製し，その安定性，高活性が精製酵素
においても維持されることを明らかにしている。本酵素の活性は現在カタラーゼの工業生産に利用されてい
る菌株の 2－ 4倍に達しており，産業用酵素として即使用に耐えうる性能を持つ。
　また，本研究ではこのカタラーゼの遺伝子取得を行っている。タッチダウン PCR及びインバース PCR等
の遺伝子解析手法を駆使して遺伝子の取得に成功しており，またその配列の相同性検索の結果本酵素は
Rhizobium由来のカタラーゼとしては新規なものであり，Nitrobacter hamburgensis由来のカタラーゼに近い
ものであることを明らかにしている。これらの知見は，今後同様な高活性カタラーゼのスクリーニングを行
う際に有効な知見であるといえる。今後は本遺伝子の進化工学的改変等による生産性・酵素活性・安定性の
向上等，更なる研究の進展が期待されよう。
　よって，著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
